
三陸の交流拠点へさらなるにぎわいづくりを推進
（4.5 三陸鉄道南リアス線運行再開イベントから）

に
よ
る
運
行
を
引
き
続
き
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

バ
ス
交
通
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
市
民
が
仮
設

住
宅
で
暮
ら
す
状
況
を
考
慮
し
、
市
内
路
線
バ

ス
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
低
額
運
行
を
継
続

し
ま
す
。

4
人
や
も
の
、

　

情
報
の
交
流
拠
点
づ
く
り

　

高
規
格
幹
線
道
路
の
結
節
点
と
し
て
、
釡
石

港
の
物
流
機
能
の
充
実
、
商
業
と
交
流
空
間
の

展
開
に
よ
り
、
三
陸
の
交
流
拠
点
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

　

三
陸
沿
岸
道
路
の
吉
浜
釡
石
道
路
と
釡
石
山

田
道
路
、
東
北
横
断
自
動
車
道
の
釡
石
道
路
の

早
期
全
線
開
通
に
向
け
、
代
替
地
確
保
等
移
転

対
策
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。
コ
ン
テ
ナ
取
扱

量
が
上
昇
す
る
釡
石
港
の
さ
ら
な
る
利
用
促
進
、

完
成
自
動
車
物
流
の
再
開
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

商
業
と
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
：
フ
ロ
ン
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
１
に
つ
い
て
、
南
広
場
の
完
成
を
目

指
す
と
と
も
に
、
市
民
ホ
ー
ル
、
情
報
交
流
セ

ン
タ
ー
に
着
工
し
ま
す
。
行
政
機
能
の
拠
点
：
フ

ロ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
、
魚
の
復
活
と
海
の
に

ぎ
わ
い
の
拠
点
：
フ
ロ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３
は
、

施
設
配
置
や
規
模
・
機
能
な
ど
の
概
要
を
具
体
化

し
ま
す
。

　

宿
泊
施
設
の
計
画
・
建
設
の
進
展
、
三
陸
鉄
道

南
リ
ア
ス
線
開
通
、
Ｊ
Ｒ
釡
石
線
で
の
Ｓ
Ｌ
運

行
を
踏
ま
え
、
食
の
新
商
品
開
発
と
販
売
促
進

で
釡
石
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
観
光
客
増
加

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
震
災
を
契
機
に
一
層

絆
が
深
ま
っ
た
国
内
外
の
友
好
都
市
と
の
交
流

と
連
携
を
推
進
し
ま
す
。

5
も
の
づ
く
り
精
神
が
息
づ
く

　

ま
ち
づ
く
り

　

水
産
業
や
農
業
と
い
っ
た
食
を
支
え
る
地
域

産
業
の
新
た
な
展
開
も
含
め
た
、
新
産
業
と
雇

用
の
場
の
創
出
に
取
り
組
み
、
多
様
な
産
業
が

広
が
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

釡
石
沖
の
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
証
フ
ィ
ー
ル

ド
の
実
現
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
企
業

誘
致
は
、
市
内
企
業
へ
の
波
及
効
果
や
道
路
・
港

湾
の
物
流
機
能
の
向
上
を
見
据
え
、
複
合
的
な

産
業
集
積
を
目
指
し
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
向
け
、
漁
港
や
防
潮
堤
の

復
旧
、
冷
凍
・
冷
蔵
施
設
の
整
備
、
新
魚
市
場
建

設
、
魚
市
場
背
後
地
へ
の
水
産
加
工
業
の
集
積

な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
魚
の
ま
ち
の
復
活
」

を
目
指
し
地
域
全
体
の
６
次
産
業
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

農
業
は
、
被
災
地
区
農
地
の
営
農
再
開
を
目

指
す
と
と
も
に
、
中
山
間
地
域
対
策
や
畜
産
業

の
経
営
改
善
を
図
り
ま
す
。
林
業
は
震
災
に
伴

う
林
野
火
災
跡
地
の
復
旧
、
木
材
活
用
住
宅
推

進
事
業
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。
な
お
、
甲
子
地

区
の
道
の
駅
施
設
は
、
26
年
度
の
供
用
開
始
を

目
指
し
ま
す
。

　

被
災
企
業
の
事
業
再
開
支
援
は
、
グ
ル
ー
プ

補
助
金
の
ほ
か
新
た
な
支
援
制
度
の
活
用
を
検

討
し
、
支
援
充
実
に
努
め
ま
す
。
特
定
業
種
の

深
刻
な
人
手
不
足
、
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
状

況
を
踏
ま
え
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
、

地
域
外
か
ら
の
就
職
者
住
宅
確
保
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
。

6
強
く
生
き
抜
く
子
ど
も
を
育
て
る

　

ま
ち
づ
く
り

　

津
波
被
害
を
受
け
た
学
校
の
安
全
な
場
所
へ

の
移
転
に
合
わ
せ
、
生
活
・
防
災
拠
点
な
ど
の
新

た
な
機
能
を
兼
ね
備
え
た
学
校
整
備
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
心
の
ケ
ア
に
取
り
組
み
、
強
く
生
き

抜
く
子
ど
も
を
育
て
ま
す
。

　

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
、

知
・
徳
・
体
の
調
和
す
る「
生
き
抜
く
力
」
育
成
に
、

全
力
で
取
り
組
み
、
防
災
教
育
を
核
と
し
た
「
い

の
ち
の
教
育
」
を
進
め
ま
す
。

　

被
災
し
た
唐
丹
、
鵜
住
居
の
小
学
校
・
中
学
校

の
復
旧
に
向
け
、
土
地
の
造
成
工
事
着
手
を
目

指
し
ま
す
。
鵜
住
居
幼
稚
園
は
４
月
か
ら
仮
設

園
舎
の
供
用
を
開
始
し
、
移
転
が
必
要
と
な
っ

た
平
田
幼
稚
園
は
、
本
年
度
内
の
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

7
歴
史
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た

　

ま
ち
づ
く
り

　

当
市
に
あ
る
、
古
く
か
ら
の
農
林
漁
業
を
中

心
と
し
た
営
み
、
鉄
の
歴
史
、
ラ
グ
ビ
ー
日
本

選
手
権
７
連
覇
の
栄
光
…
こ
う
し
た
ほ
か
に
は

な
い
資
源
を
、
世
代
を
超
え
て
確
実
に
引
き
継

ぐ
と
と
も
に
、
魅
力
に
一
層
磨
き
を
か
け
、
国

内
外
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
地
域
の
振
興
と
発

展
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

橋
野
高
炉
跡
お
よ
び
関
連
遺
跡
の
平
成
27
年

度
の
世
界
遺
産
登
録
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。
平
成
28
年
に
開
催
さ
れ
る「
希
望
郷
い
わ

て
国
体
」
は
、
市
民
総
参
加
で
当
市
の
魅
力
を

発
信
し
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
な
が
る

大
会
を
目
指
し
ま
す
。
併
せ
て
、
選
手
の
強
化

と
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

平
成
31
年
の
日
本
開
催
が
決
定
し
て
い
る

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
誘
致

に
向
け
た
釡
石
市
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
検
討
協
議
会
の
可
能
性
の
検
討
状
況

を
注
視
し
な
が
ら
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
民
の
体
力
保
持
の
た
め
、
旧
鵜
住
居
小
学

校
・
旧
釡
石
東
中
学
校
跡
地
へ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

平成26年度の主要事業

主な震災対応事業と予算額
■災害復興公営住宅建設事業 259億3,582万9,000円
■土地再生区画整理事業
（被災市街地復興土地区画整理事業） 95億742万9,000円

■防災集団移転促進事業 91億3,986万7,000円
■津波復興拠点整備事業 84億7,079万8,000円
■公立学校施設災害復旧事業 56億9,309万8,000円
■水産業共同利用施設復興整備
　事業 31億5,000万円

■海岸施設災害復旧事業 25億6,000万円
■漁港災害復旧事業 19億1,000万円
■漁業集落防災機能強化事業 18億6,718万7,000円
■被災者住宅再建支援事業 13億6,635万円

震災対応以外の主な事業と予算額
□栗林小学校校舎耐震補強・
　大規模改造事業 3億7,000万円

□道の駅整備事業 2億1,716万4,000円
□臨時福祉給付金給付事業 1億3,900万円
□小川地区コミュニティ
　消防センター建設事業 4,860万円

□子育て世帯臨時特例給付金事業 3,512万円
□復興住宅等包括ケア体制整備事業 1,782万円
□橋野鉄鉱山世界遺産登録推進事業 1,363万円

　復興まちづくり基本計画の「応急・前期」
と位置付けた平成23年度から25年度まで
の３年間が終了しました。これまでに、復
旧事業を中心に本格的な復興に向けた基盤
づくりを進め、同計画の７つの基本目標に
基づく118の実施施策・12のスクラムプラ
ンのおおむね全部について、着手済または
実施のための検討を行っています。26年度
からは「中期」と位置付けた３年間がスター
トします。

新
た
な
光
づ
く
り
へ
の
挑
戦

（
７
つ
の
基
本
目
標
）

1 

暮
ら
し
の
安
全
と
環
境
を
重
視
し
た

　

ま
ち
づ
く
り

　

避
難
路
や
避
難
場
所
の
整
備
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
、
安
全
な
土
地
利
用
の
徹
底
に
よ
り
、
人

命
優
先
の
減
災
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

津
波
か
ら
生
命
を
守
る
た
め
、
引
き
続
き
津

波
避
難
体
制
の
再
構
築
、
防
災
行
政
無
線
の
機

能
強
化
、
危
機
管
理
体
制
の
強
化
に
向
け
た
業

務
継
続
計
画
や
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
、
さ
ら

に
、
土
砂
災
害
に
対
す
る
警
戒
避
難
対
策
を
講

じ
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
し
た
市
道
の
復
旧
整
備
、
側
溝

や
舗
装
の
改
修
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
計
画
策
定

と
耐
震
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
拠
点
避
難
場

所
な
ど
公
共
施
設
や
一
般
住
宅
へ
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
努
め
ま
す
。

2
絆
と
支
え
あ
い
を
大
切
に
す
る

　

ま
ち
づ
く
り

　

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
高

齢
者
の
見
守
り
体
制
の
構
築
な
ど
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
「
か
ま
い
し
・
お
お
つ
ち
医
療
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
構
築
と
運
用
化
、
在
宅
医
療
連
携

拠
点
事
業
の
推
進
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
充
実
、

医
療
従
事
者
の
確
保
と
定
着
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

健
康
相
談
や
保
健
指
導
の
充
実
、
が
ん
検
診

の
受
診
率
向
上
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
対
策
と
し
て

の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
（
悩
み
を
聴
き
必
要
な
支

援
に
つ
な
げ
る
人
）
養
成
に
努
め
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
で
被
災
し
た
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
医
療
費
の
一
部
負
担
金
に
つ
い
て
、
26
年

12
月
末
ま
で
免
除
し
ま
す
。

　

第
２
子
以
降
が
同
時
入
所
の
場
合
の
幼
稚
園

や
保
育
所
の
保
育
料
無
料
な
ど
、
子
育
て
家
庭

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

3
生
活
の
安
心
が
確
保
さ
れ
た

　

ま
ち
づ
く
り

　

仮
設
住
宅
へ
の
生
活
支
援
や
生
活
環
境
の
整

備
、
災
害
復
興
公
営
住
宅
の
整
備
を
重
点
的
に

進
め
、
生
活
の
安
心
を
確
保
し
、
よ
り
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

復
興
公
営
住
宅
の
建
設
本
格
化
に
合
わ
せ
、

仮
設
住
宅
団
地
の
集
約
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
仮
設
団
地
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
交

流
促
進
、
見
守
り
な
ど
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　

復
興
公
営
住
宅
は
、
第
２
期
の
上
中
島
地
区

の
ほ
か
、
尾
崎
白
浜
地
区
、
唐
丹
町
片
岸
地
区

な
ど
で
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
被
災
者
の

住
宅
の
取
得
、
補
修
な
ど
へ
の
補
助
制
度
を
継

続
し
ま
す
。
水
道
事
業
は
、
簡
易
水
道
統
合
整

備
事
業
の
完
了
に
向
け
て
整
備
を
進
め
、
下
水

道
は
、
鵜
住
居
、
平
田
地
区
の
整
備
、
東
部
市

街
地
の
雨
水
・
汚
水
管
路
整
備
事
業
や
雨
水
ポ
ン

プ
場
建
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
山
田
線
に
つ
い
て
は
、
復
旧
後
の
Ｊ
Ｒ

復興まちづくり基本計画の「中期」がスタート
実感できる“本格復興”の

取り組みを着実に推進

26
年
度
の
取
り
組
み

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
26
年
度
は
本
格
復

興
推
進
の
年
と
し
て
、
被
災
者
一
人
一
人
の
期
待

に
応
え
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。
被
災
21
地
区
の

復
興
に
向
け
、
引
き
続
き
、
市
民
の
意
見
を
聴
き

な
が
ら
市
街
地
整
備
や
復
興
公
営
住
宅
建
設
、
住

宅
の
高
台
移
転
造
成
な
ど
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
以
前
か
ら
の
課
題
で
あ
る
雇
用
の

創
出
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、

弱
者
見
守
り
対
策
な
ど
に
も
戦
略
的
に
取
り
組

み
、
橋
野
鉄
鉱
山
の
世
界
遺
産
登
録
、
海
洋
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
計
画
の
将
来
像「
三

陸
の
大
地
に
光
り
輝
き
、
希
望
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
ま
ち
釡
石
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

25
年
度
ま
で
の
状
況

　

被
災
し
た
市
道
77
カ
所
の
約
６
割
、
橋
梁
９

カ
所
の
う
ち
６
カ
所
で
復
旧
工
事
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
整
備
予
定
箇
所
の
約
９
割
で
河
川
改

修
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
下
水
道
施
設
は
、
被

災
８
カ
所
の
う
ち
５
カ
所
で
復
旧
工
事
が
完
了

し
ま
し
た
。
ま
た
、
漁
港
復
旧
事
業
の
進
捗
状

況
は
、
事
業
発
注
ベ
ー
ス
で
約
30
％
、
防
潮
堤

な
ど
海
岸
施
設
は
、
同
０・６
％
ほ
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

被
災
地
区
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
土
地

区
画
整
備
事
業
を
予
定
す
る
全
４
地
区
の
都
市

計
画
が
決
定
済
み
で
あ
り
、
防
災
集
団
移
転
促

進
事
業
を
予
定
す
る
全
11
地
区
で
、
国
土
交
通

大
臣
の
同
意
を
得
て
用
地
買
収
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
漁
業
集
落
防
災
機
能
強
化
事
業
を

予
定
す
る
全
13
地
区
に
つ
い
て
、
復
興
交
付
金

の
事
業
費
が
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
震
災
か
ら
３
年
が
過
ぎ
た
現
在
で

も
、
多
く
の
被
災
者
が
仮
設
住
宅
な
ど
で
の
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

226.4.16広報かまいし3 26.4.16 広報かまいし


